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【平成１５年３月１４日版】

ダム－１

●水位移行の事例

ダムの非洪水期から洪水期への移行状況の一例

●検討手順

ダム下流において、

非洪水期から洪水期の移行期、定量放流ではなく、学識経験者の意見を

聞いた上でフラッシュ放流の実施

付着藻類、植生、底生生物を調査

結果をもとに学識経験者の意見を聞く

以後、５年程度繰り返し、移行期の放流方式の確立
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【平成１５年３月１４日版】

ダム－３

●老朽化施設補修例

●老朽化の目安

・ワイヤーロープ油 ２年

・ゲート水密ゴム １０～１５年

・機側操作盤 １０～１５年

・電動機 ２０年

・ワイヤーロープ １５年

・ゲート等塗装 ５～７年

（一般的な目安であり、現地状況により更新する。）

ゲート塗装の老朽化 管理棟の老朽化による建替え




